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《は じめに》　 都市域におけるディ
ーゼル 粒子 （DEP ）の排出対策 は最重要課題の

一
つ で ある。

　 DEP の 多くは

元素状炭素 （EC）を主体とする黒煙粒子で、そ の粒径は 90％以上がく 2．5yn に分布する微粒子であり呼吸器深

部 へ の沈着による健康影響、更には大きな光吸収係数を有する こ とか ら地球温暖化 へ の影響も大きい 。 従 っ て、

DEP の 主たる指標成分である EC を高精度で再現良く測定す る こ とは極めて重要で ある。

　エ ア ロ ゾル 中の EC 測定にお い は共存する有機 性炭素 （OC ）と正確に区別する必要 がある。　EC とOC とは燃

焼温度および酸素の 有無で燃焼状態が異なる こ とか ら、昇温過程で雰囲気ガ ス を変える こ とによ りEC と OC と

を分離ナる方法が多く用い られ てい るe また、炭素の燃焼生成物で ある CO2 の 検出には、　NDIR 法または電気化

学的方法に よ り行われて きた。しか しなが ら、これ らの方法で は OC の
一
部炭化物 （PC）を EC として検出する

こ とか ら 、 EC を過剰言瓢 して い る 。 そ こ で 、 こ の PC を光学的 に補正 する熱 光学的 （［［Ehemnal− Optical）炭

素粒子分析法が検討 され始めた。また、検出器に関しては、CO2 を CH4 に還元 した後、　 EID を使用するこ とに

より、感度の 向上が図 られて い る 。 この熱 ・光学的手法にお い ては、米国 IMPROVE お よび N工OSH が提唱す

る 二 つ の手法があ る が、両者におい て 、全炭素 ac ）濃度は 良く
一

致す るもの の PC 補正 量は異な り、EC の割

合は MOSH 法 におい て 小 さくなる傾向を示す と報告 され て い る 。 本研究で は 、
　IMPROVE お よび MOSH 法に

つ い て、S   et 　Laboratory製 1．ab モ デル お よび DRI 製 2001 モ デル を用い て検討したの で報告する。

《実験＞＞　 （1）試料採取 ：都市大気中の PM2 ．5 エ ア ロ ゾル

をロ ーボ リュ
ームサ ン プラ

ー
で、また、郊外におけるエ ア

ロ ゾル をハ イボ リュ
ー

ム サ ン プラーを用 い て 、い ずれ も石

英繊維フ ィ ル ター （Pall　2500QAST）に捕集した。

　（2）Sunse七Labora加 1y 製 Labモ デル による分析 ：

炭化度あ補正 には、 レ
ーザー−ke過率を用 い て補正 した 。

N ［OSH 法で は Method5040 を基本とし、　 He 雰囲気にお

け る最高加熱温 度を 850℃ （
一

部 900℃ ） と した 。

IMPROVE 昇温プ ロ グラム では He 雰囲気における最高加

熱温度を 550℃とした e

　（3）DR ［［製 2001 モ デル に よる分析 1

炭 化度 の 補正 に は 、 レ ーザー透 過 率 を採 用 した 。

IMPROVE 法では He 雰囲気にお ける最高加熱温度を

550℃ とした 。 NIOSH 昇棍 プ ロ グラ ム で は、　He 雰囲気に

お ける最高加熱温度を 900℃ とした。

《結果》　（1）Sunset　1．abOratOry カ
ーボン分析計を騨 ・て、

NIOSH お よ び IMPROVE 加熱プ ロ グラム により、 都市

PM2 ．5 エ ア ロ ゾル 中の TC 、　 OC および EC につ い て 測定

した。石英フ ィ ル ター1cm2当たりに捕集 され た TC お よび

EC につ い て両者の方法に よる測定値の 比較を F専 1 に示

す。 そ の 結果 、 TC につ い ては良好な
一
致が認め られた 。

しか しなが ら、EC に つ い て 、　 MOSH 法 の 測定値 は

MPROVE 法 と比較して 15％程度低くなる傾向が認められ

た。

　（2）DRI と Sunset　Labora七〇ry 分析計によ る TC お よび

EC 測定に関して、　IMPROVE 加熱プ ロ グラ ム にて比較検

討 した 。 そ の結果 、 郊外 ハ イボリ試料 1cm2 当た りにつ い

て 、DRI と Sunset　laboratOry分析計による TC お よび

EC 測定値には殆 ど相違が認められ なか っ た。

｛参考文献 ：Aerosol　Sci．「Ebchnol．34
，
23・34 （2001）】
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Fig，l　Sunset　I、abo と DRI による EC 、　TC
　　　測定結果 （IMPROVE 法に よ る測定）
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